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開
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中
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助

康
保
元
年
（
九
六
四
）
、
大
学
北
堂
の
学
生
有
志
に
よ
っ
て
劫
学
会
と

い
う
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
三
宝
絵
詞
に
は
「
村
上
の
御
代
庚
保
の
初
の

年
」
と
の
み
記
さ
れ
く
い
る
が
、
会
の
創
始
に
与
つ
空
人
と
思
わ

れ
る
屋
滋
保
胤
が
天
延
二
年
に
記
し
た
被
分
月
俸
建
立
仏
堂
二
千
状
に

「
此
会
草
創
以
降
十
一
年
英
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
逆
算
し
て
庶

保
元
年
創
始
の
こ
と
は
確
め
ら
れ
る
。
扶
桑
略
記
・
応
和
四
年
（
康
保

元
年
）
三
月
十
五
日
の
条
に
も
「
大
学
寮
北
堂
学
生
等
。
於
叡
山
西
坂

下
始
修
勧
学
会
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

会
が
つ
く
ら
れ
た
意
図
に
つ
い
て
は
、
三
宝
絵
詞
に
、

大
学
の
瀧
の
堂
の
学
生
の
中
に
心
ぎ
L
を
お
な
じ
く
し
、
凌
じ
ら
ひ

を
む
す
べ
る
人
あ
心
か
た
ら
ひ
三
云
「
人
の
世
に
あ
る
事
ひ
重
を
す

ぐ
る
駒
の
ど
と
し
。
我
等
た
と
ひ
窓
の
中
に
雪
を
ば
変
と
も
、
且
は

門
の
外
に
煙
を
遁
む
。
願
は
僧
と
翼
を
む
す
び
て
寺
に
ま
う
で
会
を

行
は
む
。
く
れ
の
春
、
す
ゑ
の
秋
の
望
を
そ
の
日
に
定
て
、
経
を
講

じ
、
仏
を
念
ず
る
事
を
其
勤
と
せ
む
。
こ
の
世
後
の
世
に
な
が
き
友

と
し
て
法
の
道
、
文
の
道
を
た
が
ひ
に
あ
ひ
す
1
め
な
ら
は
む
。
」

と
云
て
始
行
へ
る
事
を
劫
学
会
と
名
づ
く
る
た
り
。

（
山
田
津
雄
氏
一
二
宝
輪
盤
注
に
よ
る
0
）

と
記
し
て
い
る
。
三
宝
絵
詞
の
著
者
源
璃
憲
庖
応
和
三
年
三
月
に
催
さ

れ
た
管
秀
才
宅
詩
合
に
保
胤
と
も
同
席
し
て
居
り
、
拗
学
会
の
創
始
に

も
関
り
を
も
っ
た
の
で
は
踏
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
右
の
詞
は
か

な
り
信
頗
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
学
に
親
し
む
学
生

達
が
、
僧
と
契
を
結
び
寺
に
会
し
、
あ
る
い
は
と
も
に
経
を
講
じ
あ
る

い
は
と
も
に
仏
を
念
じ
、
仏
道
に
心
を
ひ
そ
め
る
よ
す
が
と
し
て
勧
学

会
は
つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
点
仏
教
と
の
か
し
わ
り
を
認
め
な
い

で
こ
の
会
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
陳
保
元
年
と
い
え
ば
、
仏
教

が
わ
が
国
人
の
精
神
生
活
に
ひ
ろ
く
浸
透
し
て
き
て
小
る
時
期
で
あ
か

か
ら
、
大
草
の
学
生
達
の
中
で
仏
教
に
心
を
ひ
そ
め
る
人
々
が
語
ら
い

あ
っ
て
宗
教
的
な
行
事
を
持
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
そ
の

点
に
関
す
る
限
り
劫
学
会
は
文
学
史
の
問
題
と
な
り
得
な
い
で
あ
ろ

ら
ノ
0

し
か
し
、
劫
学
会
と
い
う
会
に
は
む
し
ろ
文
学
に
か
1
わ
る
閉
園
が

よ
り
多
く
ひ
め
ら
れ
て
い
薄
の
で
あ
る
。
前
に
掲
げ
聖
二
宝
絵
詞
の
文

に
「
こ
の
世
後
の
世
に
な
が
き
友
と
し
て
法
の
遺
、
文
の
道
を
た
．
が
ひ
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に
あ
ひ
す
1
め
な
ら
は
む
。
」
と
あ
る
の
は
、
曖
昧
な
衷
塀
で
は
あ
る

が
、
文
学
の
場
と
し
て
の
勧
学
会
の
一
面
堅
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

勧
学
会
が
見
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
営
ま
れ
た
か
墜
二
宝
絵
詞
の
記

述
に
ょ
つ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
事
を
示
す
と
、
三
月
、
九
月

の
十
五
日
を
常
期
と
し
て
そ
の
都
度
定
め
ら
れ
た
寺
で
催
さ
れ
る
こ
の

会
は
、
叡
山
の
僧
二
十
人
大
学
の
聖
生
二
十
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

あ
る
い
は
法
華
経
を
砥
試
し
あ
る
い
は
銅
陀
を
念
じ
、
ま
た
誤
仏
讃
法

の
詩
を
作
っ
て
こ
れ
を
寺
に
納
め
る
の
を
常
の
営
み
と
し
た
よ
う
で
あ

る
。こ

う
し
た
会
の
営
み
を
通
じ
て
知
り
得
る
こ
と
は
、
会
の
基
概
に
法

華
経
を
尊
ぶ
悟
と
白
楽
天
を
崇
め
る
情
と
が
強
く
流
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
前
者
は
当
時
の
法
華
信
仰
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
計
り
、

後
者
は
当
時
の
自
民
誤
飲
か
ら
灯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る

が
、
時
代
の
傾
向
か
ら
極
め
て
自
然
に
導
き
出
さ
れ
た
二
つ
の
情
が
と

も
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
鋤
学
会
が
つ
く
ら
れ
た
必
然
性
を

も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
つ
の
楷
と
い
う
の
は
当
時
の
人
々
の
仏
教
と
文

学
に
対
す
る
情
の
梯
め
て
現
象
的
な
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
故
に
特
徴
的
な

あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
仏
故
と
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
．
は
い
く

っ
か
の
見
解
が
あ
り
縛
る
が
、
少
く
と
か
当
時
に
あ
っ
て
は
本
質
的
に

託
離
す
る
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
仏
教
と
文
学
と
が
、
上
に

述
べ
た
よ
う
な
現
象
的
な
あ
ら
わ
れ
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勧
学

会
と
い
う
一
つ
の
場
に
と
も
に
落
活
き
得
た
と
い
う
事
実
は
、
劫
学
会

と
い
う
会
の
存
在
を
価
値
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
事
実
を
可
能

な
ら
し
め
た
白
楽
天
と
い
う
文
人
の
存
在
を
極
め
て
重
要
な
も
の
と
考

え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

自
氏
文
典
の
一
部
は
彼
の
在
世
中
に
す
で
に
わ
が
国
に
将
来
さ
れ
、

東
和
の
頃
に
は
わ
が
儲
詩
人
の
間
に
自
民
誤
数
の
情
が
た
か
ま
っ
て
い

た
と
言
わ
れ
る
。
白
楽
天
が
殊
に
喜
ば
れ
た
こ
と
．
に
つ
い
て
は
、
「
其

沐
ひ
と
へ
に
や
ま
と
こ
と
ば
．
に
ち
か
か
り
け
れ
ば
た
や
す
ぐ
わ
が
国
の

俗
を
化
せ
L
に
や
」
　
（
文
安
詩
歌
合
判
詞
）
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
「
白
俗
」
の
故
と
宣
確
な
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
勧

学
会
に
関
す
る
限
り
、
仏
教
と
文
学
と
の
相
反
性
を
和
ら
げ
得
た
と
こ

ろ
に
白
楽
天
が
誤
歎
さ
れ
る
所
以
が
あ
り
得
た
と
い
つ
て
ま
。
勧
学
　
圧3

会
の
創
始
に
与
っ
た
一
人
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
熱
心
な
庇
護
者
で
あ
っ
　
】

た
炭
滋
保
胤
が
「
唐
白
楽
天
焉
累
代
之
師
。
以
長
詩
旬
帰
仏
法
也
。
」

（
抽
亭
聖
と
述
べ
て
い
る
の
は
立
の
蛸
的
な
表
明
で
あ
る
。

防
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
退
転
焉
将
来
性
世
讃
仏
乗
之

因
転
法
輪
之
緑
地
。

香
山
寺
自
民
洛
中
集
記

防
以
今
生
世
俗
文
字
放
言
綺
詔
之
因
転
焉
癖
東
世
世
讃
仏
乗
転
法
輪

之
緑
也
。

蘇
州
南
禅
院
自
民
文
集
記

願
以
今
生
世
俗
文
筆
之
囚
翻
焉
東
世
討
仏
乗
転
法
輪
之
線
也
。
∴

六
讃
偽
井
序



ー
　
四
部
皐
刊
白
氏
畏
鼻
頚
「
1

仏
教
と
文
学
と
に
の
ぞ
む
白
楽
天
の
態
度
は
右
に
掲
げ
密
本
柄
の
言

葉
に
よ
ぺ
あ
ら
わ
れ
て
い
鳥
。
と
り
わ
け
洛
中
共
記
に
み
え
る
言
葉
は

殆
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
倭
漢
朗
詠
頻
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
劫
学
会

に
お
い
で
も
好
ん
で
諦
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
願
の
言
葉
に
お
い
て
白
楽
天
は
「
翻
焉
」
　
「
転
焉
」
と
い
う

語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
そ
れ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
二
者

が
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。
即
ち
、
仏
故
と
文

学
と
が
相
反
す
る
性
格
を
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
予
想
を
具
体
的
に
把
挺
し
た
の
が
、
本
鵬
の

耳
に
用
い
て
い
る
聖
呂
露
語
・
放
言
箔
語
と
い
う
言
葉
に
他
な
ら
な

い
。
文
学
を
彗
一
口
綺
語
・
・
巻
晶
語
と
認
め
た
こ
と
は
そ
の
ま
ま
白
楽

天
の
文
学
観
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
学
観
を
形
成
せ
し

め
た
も
．
の
は
も
と
よ
り
仏
教
で
あ
る
。

自
民
の
本
願
の
言
某
は
、
直
接
に
は
法
華
経
安
楽
行
品
の
「
不
親
近

譜
外
道
梵
志
尼
相
子
等
及
近
世
俗
文
筆
讃
詠
外
書
及
路
伽
耶
陀
逆
路
伽

耶
陀
者
。
」
と
い
う
言
葉
に
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
よ
う
。
法
華
戒
壇

巻
第
十
に
は
、

路
伽
耶
陀
者
如
此
間
礼
儀
名
敦
儒
墨
之
流
也
。
逆
路
伽
耶
陀
者
如
老

荘
玄
雷
絶
仁
粟
聖
之
例
。

と
注
し
、
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
九
本
に
は
、

詩
歌
之
類
璃
文
。
碑
誌
之
屈
焉
筆
。
害
者
周
礼
K
芸
云
云
。

と
注
し
て
い
る
。
瀕
焉
講
の
口
達
に
も
「
詩
・
凰
・
銘
・
頚
・
犠
・

讃
・
吊
・
誰
・
望
詔
・
讐
移
・
扱
・
葦
・
爽
・
聾
・
啓
・
讐

今
巽
。
禍
者
焉
文
。
非
鵠
者
焉
筆
。
云
云
。
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
の

を
考
え
併
せ
る
と
、
法
華
経
に
み
え
る
文
言
か
ら
文
学
を
例
外
と
受
け

と
る
こ
と
は
困
瓢
で
あ
る
。
白
楽
天
が
世
俗
文
字
・
世
俗
文
筆
と
言
っ

て
い
る
の
も
明
か
に
詩
文
の
難
を
指
し
て
い
る
。

ま
た
綺
語
が
仏
教
に
い
う
口
業
の
一
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
法
苑
珠
林
に
は
、
・

天
忠
言
所
以
項
理
。
綺
語
所
以
諏
夷
。
由
息
故
有
実
。
．
有
実
故
徳

生
。
徳
生
故
所
以
成
腎
由
持
譜
故
虚
妄
。
虚
妄
故
罪
生
。
罪
生
故

受
菅
。
故
知
趣
翠
求
聖
。
要
項
実
説
。
説
著
虚
仮
終
焉
諦
観
。
調
書

不
正
皆
名
綺
語
。
但
譜
綺
詔
不
益
自
他
。
唯
璃
放
逸
長
諸
不
善
。
死

落
三
塗
。
後
生
八
時
。
所
説
正
語
人
亦
不
信
。
凡
所
言
説
言
不
弁
了
。

亦
名
綺
語
。
故
成
異
論
云
。
語
雑
魚
実
非
時
両
説
。
亦
薄
絹
語
也
。

と
意
を
述
べ
て
い
薫
異
な
偽
詔
で
は
あ
つ
て
も
非
時
に
し
て
儲
く
と

き
は
綺
藷
に
落
つ
と
い
う
成
実
論
の
論
は
、
実
な
る
詔
で
は
あ
つ
て
も

人
の
開
く
こ
と
を
喜
ば
ざ
る
時
は
妄
語
と
な
る
と
い
う
説
と
同
様
、
単

に
表
現
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
み
に
よ
っ
て
は
語
の
虚
実
、
綺
夷
を
論
じ

が
た
い
こ
と
畢
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
．
お
し
な
べ
≦
一
己
え
ば
、
説

く
と
こ
ろ
虚
仮
に
し
て
理
に
背
き
、
言
う
漣
こ
ろ
不
正
に
し
て
屋
を
離

れ
、
人
の
心
を
し
て
惑
乱
せ
し
め
善
根
を
襲
わ
し
め
る
も
の
を
す
べ
て

．
綺
詔
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
理
と
い
い
真
と
い
う

の
は
い
ず
れ
も
仏
教
的
世
界
初
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。

文
学
を
こ
う
し
た
綺
語
と
み
る
乙
と
は
、
前
提
の
法
華
経
安
楽
街
晶

こ

0．
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－

の
経
文
か
ら
も
導
か
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
偵
舎
諭
巻
十

六
分
別
業
晶
に
「
腐
心
壊
他
語
。
説
名
離
間
語
両
舌
。
非
愛
魚
雷
詔
悪

口
。
諸
染
雑
械
語
楕
警
飴
説
些
二
決
。
侵
歌
邪
論
等
。
」
（
細
字
の
注

は
軍
法
文
に
よ
る
。
）
の
甥
が
あ
り
、
諭
に
、

一
切
染
心
璽
目
名
雑
碩
語
。
此
謂
侯
歌
及
邪
論
等
。
倭
謂
謁
俊
。
如

有
碁
鶉
邪
命
居
懐
空
的
佐
語
。
歌
謂
歌
詠
。
如
枇
有
人
以
染
汚
心
諷

吟
相
調
及
侶
妓
老
鶏
悦
他
情
以
染
汚
心
作
謂
詞
曲
。
言
邪
論
者
謂
広

弁
説
諾
不
正
見
所
執
言
詞
。
等
謂
発
心
所
発
悲
嘆
。
及
諾
世
俗
戯
論

言
詞
。
但
異
前
三
染
心
肝
発
一
切
皆
是
雑
城
詔
収
。

と
あ
り
、
－
雑
碩
語
は
綺
詔
の
調
で
あ
る
。
－
埼
伽
諭
五
十
九
に
、

著
有
依
細
雨
弗
歌
詞
。
名
為
持
語
。
或
依
作
楽
。
戎
複
模
倣
。
戎
偵

不
依
而
発
歌
。
皆
名
縛
語
。
若
仏
法
外
。
庸
引
無
墾
所
有
書
論
。

l

以
舜
楽
心
。
受
持
讃
琴
以
大
音
声
甫
為
諷
望
広
為
他
人
開
示
分

別
。
皆
名
跨
詔
。
薯
依
闘
訟
評
奴
発
言
。
或
楽
処
衆
。
定
説
王
諭
臣
諭
賊

諭
。
広
説
乃
讃
国
土
等
論
。
皆
名
綺
語
。
．
若
説
妄
語
或
離
間
詔
戎
放

悪
語
。
下
至
不
忠
不
択
。
発
無
墾
品
名
綺
許
。
叉
依
七
事
面
初
狩

語
。
謂
田
訟
錐
識
語
。
諸
婁
紺
門
誤
呪
術
語
。
菅
所
長
詔
。
戯
兵
遊

楽
之
語
。
処
衆
雑
語
。
m
狂
詔
。
邪
命
語
。
如
是
一
切
名
綺
語
罪
。

と
も
あ
る
。
境
に
ふ
れ
て
動
く
と
こ
ろ
に
　
「
染
心
」
を
見
、
か
1
る

「
染
心
」
に
発
す
る
言
語
を
綺
語
と
相
す
る
な
ら
ば
、
文
学
も
ま
た
綺

詔
に
他
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
「
綺
詔
」
と
は
「
ア
ヤ
の
あ
る
言
語
」

の
意
で
あ
ろ
う
。
虚
仮
に
し
て
背
理
離
黄
の
言
語
が
・
「
了
ヤ
抄
あ
る
言

語
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
邪
言
不
正
共
裾
新
色
。
従

喩
立
林
政
名
綺
語
」
　
（
大
乗
蒔
琵
七
）
と
い
う
説
明
が
妥
当
し
よ
う
。

成
実
論
な
ど
に
、
四
口
業
の
中
、
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
の
三
業
は
互
に

吾
合
す
る
が
綺
語
の
み
は
他
の
三
業
に
必
ず
伴
わ
れ
る
と
し
て
い
．
る
の

も
、
「
ア
ヤ
」
の
う
ち
に
真
実
を
離
れ
し
め
る
作
用
の
存
す
る
こ
と
が

洞
察
さ
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
「
何
謂
絡
語
。
文
飾
巧
言
華
而

不
実
」
　
（
弘
町
頻
巻
十
三
）
と
い
う
言
葉
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
「
了

ヤ
」
の
一
両
を
輯
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
．
か
か
る
「
ア
ヤ

」
を
修
辞
の
技
巧
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
文
学
に
と
っ
て
誠
に
重

要
な
屈
性
重
恩
味
す
る
も
の
と
な
る
の
で
偽
る
。
即
ち
、
荷
票
は
仏
教

よ
り
す
れ
ば
業
因
で
あ
つ
て
も
、
文
学
よ
り
す
れ
ば
肯
定
的
な
価
値
雇

有
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

彗
言
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
白
氏
の
本
願
に
も
放
言
綺
語
と
も
記

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
浮
言
路
語
、
確
言
綺
語
、
元
言
綺
語
な
ど
と
も
熟

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
よ
う
に
、
仏
教
で
は
綺
語
ほ
ど
鋤
か

な
形
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
壁
一
員
と
い
う
言
葉
は
法
苑
珠
林
綺
語

の
条
の
引
証
部
′
に
「
浮
吉
男
書
聖
為
此
沈
意
趣
。
」
（
習
報
甥
）
の

例
を
記
し
て
誇
語
と
ほ
と
ん
ど
等
し
く
解
し
、
て
よ
′
い
よ
う
で
あ
る

し
、
花
言
・
化
言
と
い
う
言
葉
も
ま
た
結
語
と
相
近
聖
己
某
の
よ
う
に＼

思
わ
れ
る
。
主
宝
絵
詞
の
音
写
本
に
「
狂
言
」
を
「
墾
己
と
写
し
て

い
る
の
が
あ
る
が
、
仏
教
に
ょ
く
用
い
ら
れ
る
虚
誰
言
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。
倶
余
論
巻
十
六
分
別
業
晶
に
は
「
於
所
説
義
異
想
発
言
。
及
所

諏
者
解
所
説
試
。
決
心
不
誤
成
虚
誰
語
。
」
と
論
じ
、
さ
ら
に
「
悪
所

．
氾
者
求
研
言
武
。
些
走
向
。
是
雑
兢
語
。
」
と
論
じ
て
、
や
は
り
蹄
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語
と
相
近
い
も
の
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
に
述
べ
た

「
綺
詣
」
の
性
質
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
狂
言
に
相
応
す
る
も

の
を
口
業
の
中
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
妄
語
が
そ
れ
に
あ
た
る
よ
う
で

あ
る
。
炭
滋
保
胤
の
勧
学
院
仏
名
姻
文
に
「
妄
語
之
各
難
逃
。
統
語
之

過
何
遅
。
一
」
と
い
う
よ
ケ
な
哀
調
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
あ
ら
わ
れ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
倶
合
諭
巻
十
六
分
別
業
晶
の
飢
「
染
只
想
発
言
。

解
義
虚
氾
語
。
」
に
つ
い
て
、
要
法
文
で
は
虚
氾
語
の
下
に
「
妄
語
」

と
細
字
の
注
を
施
し
て
い
る
こ
と
も
今
の
ー
証
む
す
る
。

妄
語
に
つ
い
て
は
、
法
苑
珠
林
に
、

痕
天
雲
形
人
位
。
逢
斯
碩
洩
之
時
。
受
負
偽
身
。
常
作
虚
妄
之
境
。

所
以
妄
想
虚
溝
。
惑
倒
交
懐
。
遠
心
背
境
。
田
語
皆
虚
。
氾
惑
前

l

人
。
令
他
妄
解
。
致
使
万
苦
争
緩
。
百
憂
総
革
。
唾
虚
妄
之
因
。
感

得
橿
餞
之
報
。
地
獄
重
苦
更
加
潟
炭
。
迷
法
乱
裏
窓
由
妄
語
也
。

と
意
を
述
べ
て
い
る
。
人
身
を
う
け
械
渇
の
時
に
生
れ
逢
う
こ
と
が
す

．
で
に
偽
身
を
虚
妄
の
境
に
お
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
故
に
妄
想
虚
括
な

ら
び
担
っ
て
妄
語
を
出
す
と
い
な
し
か
も
か
か
る
妄
語
は
一
切
虚
妄

の
因
、
法
．
を
迷
わ
し
真
を
乱
る
も
と
と
な
る
。
引
証
部
に
は
、
正
法
念

経
偽
に
「
妄
語
言
説
者
。
悩
一
切
衆
生
。
」
と
あ
る
を
引
い
て
他
を

傷
り
己
れ
を
担
い
実
功
徳
を
失
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
畢
示
し
、
ま
た

仏
説
須
顛
経
に
も
「
妄
言
者
為
自
歎
身
亦
欺
他
人
。
妄
言
者
令
人
身
臭

心
口
無
信
令
其
心
悩
。
妄
言
者
令
其
口
臭
令
其
身
危
天
紳
所
粟
。
妄
言

者
亡
竺
切
諸
善
本
於
己
愚
冥
迷
失
善
路
。
▼
妄
言
者
一
切
凛
本
断
絶
善

行
閑
居
之
本
。
」
と
あ
る
の
を
併
せ
引
い
て
い
る
。

狂
言
と
い
う
言
某
は
「
ネ
ナ
シ
ゴ
ト
・
ト
リ
ト
メ
ナ
キ
コ
㌧
（
・
ク

ワ
プ
レ
ゴ
ト
・
イ
ツ
ワ
リ
ゴ
ト
」
な
ど
の
意
味
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
意
味
を
仏
教
的
世
界
初
か
ら
お
し
す
す
め
て
ゆ
く

と
、
妄
語
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ゆ
き
つ
こ
う
。
文

学
を
か
か
る
狂
言
・
妄
語
と
み
る
こ
と
は
、
文
学
に
と
っ
て
は
木
魚
的

な
屈
性
で
あ
る
虚
摘
性
、
空
思
性
を
、
仏
教
的
世
界
租
に
た
っ
て
否
定

的
に
批
判
す
る
と
こ
ろ
に
容
易
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
統
語
、
狂
言
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
仏
教
に
お
い
て
は

文
学
が
極
め
て
否
定
的
把
一
－
㌧
せ
い
ぜ
い
方
便
と
し
て
の
意
味
が
認
め

ら
れ
る
程
度
の
ー
取
扱
わ
か
で
い
る
場
合
に
つ
い
て
考
え
で
み
た
。

聖
己
綺
詔
と
い
う
言
葉
を
容
認
す
る
限
り
は
、
仏
教
的
世
界
観
の
中
で
′

文
学
が
自
己
の
地
位
を
ひ
き
上
げ
る
辻
は
閉
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
文
学
に
お
い
て
は
本
釦
的
な
屈
性
と
し
て
の
意
味
を
荷
い
う
．
る

l
「
狂
」
や
「
統
」
の
概
念
が
、
仏
教
に
菌
い
て
全
く
否
定
的
に
取
扱
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
ほ
ど
両
者
の
相
反
す
る
性
格
を
端
的
に
示
す
例
は
他

に
あ
る
ま
い
。

こ
の
相
反
す
る
性
格
の
も
の
を
「
翻
為
」
　
「
転
為
」
と
い
う
営
み
に
′

よ
っ
て
一
つ
の
場
に
の
せ
よ
う
と
志
す
の
が
自
民
の
本
願
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
本
田
の
実
践
と
し
て
の
勧
学
会
の
志
向
で
も
あ
っ
た
。
如
何
に

し
て
そ
の
こ
と
が
為
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
「
翻
為
し
「
転

為
」
と
い
う
営
み
を
ど
の
よ
う
な
処
に
設
け
る
か
を
尋
ね
て
ゆ
く
こ
と

に
ょ
つ
て
明
か
に
さ
れ
る
よ
う
で
ぁ
る
。

・．－42．－



女
学
に
親
し
む
べ
き
文
人
が
仏
教
に
心
瑠
ひ
な
め
て
言
う
が
如
く

文
学
を
彗
口
綺
語
と
概
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
ら
の
足
許
を
つ
き
崩

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
自
己
の
立
脚
地
で
あ
る
文
学
へ
の
自
信
と
勇

気
は
滴
れ
尽
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

粗
漏
な
受
け
取
り
方
で
、
あ
る
い
は
真
意
を
誤
り
解
し
て
い
る
こ
と

を
憧
れ
な
が
ら
も
、
吉
川
幸
次
郎
博
士
か
ら
宇
七
「
白
楽
天
が
文
学
を

璧
晶
詔
と
概
じ
た
こ
と
の
意
味
は
、
あ
ま
り
に
技
巧
に
す
ぎ
ね
当
時

の
中
国
文
学
の
甥
実
を
ふ
ま
え
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
驚
」
と
い

う
意
味
の
示
教
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
か
え
し
．
て
い
渇
。
文
学
を

彗
己
掩
語
と
真
剣
に
概
ず
る
こ
と
は
、
逆
説
め
き
は
す
る
有
れ
ど
も
、

文
学
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
深
い
認
識
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
よ
う
．
に

忠
か
れ
る
。
わ
が
国
の
苗
詩
八
達
が
狂
言
紹
詔
観
な
い
だ
い
た
時
用
が

ー
そ
れ
が
白
楽
天
の
本
甑
に
多
分
に
導
か
れ
た
逐
の
で
あ
っ
た
に
し

で
も
－
湧
文
学
史
の
上
で
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
か
を
考
え
れ

ば
、
こ
の
逆
説
め
い
た
立
言
も
容
易
に
昔
わ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
．

か
。
即
ち
、
竺
呂
綺
語
糊
は
、
を
う
し
た
観
想
自
身
の
中
に
仏
教
と
文

学
と
を
そ
の
相
反
性
に
お
い
て
と
も
に
付
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
彗
員
統
語
柏
に
ょ
つ
て
文
人
が
文
学
へ
の
自
信
と
萌
気
を

軽
穴
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
念
に
流
さ
れ
な
い
限
り
か
え
っ
て
稀
な

現
象
で
あ
り
、
二
者
を
一
つ
の
場
に
．
共
存
せ
し
め
よ
う
と
す
る
努
力
が

為
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
雪
崩
語
和
は
わ
が
国
で
は
、
研
詩
文
の
世

界
、
和
歌
の
世
界
、
物
語
の
世
界
、
さ
ら
に
は
管
絃
．
能
楽
の
世
知
へ

と
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
が
、
重
も
無
気
力
に
受
骨
い
れ
た
の
が
物
語
の

世
界
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
物
語
論
の
乏
し
い
ノ
こ
と
と
関
連
し
て

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
白
楽
天
の
本
厩
に
つ
い
て
「
翻
為
」
「
転
為
」
と
い
う
軋

み
む
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
設
け
よ
う
と
し
た
か
を
、
勧
学
会
に
即
し

て
考
え
て
み
よ
う
。

勧
学
会
に
お
い
て
仏
教
と
文
学
と
毅
二
つ
に
生
か
し
て
ゆ
く
場
と

な
っ
た
の
は
、
白
楽
天
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
結
締
」
と

い
う
考
で
あ
っ
た
。
毘
滋
保
胤
の
「
永
修
此
会
。
世
世
生
生
。
見
阿
禰

陀
仏
。
在
在
処
処
。
料
堅
牢
経
。
是
大
因
縁
也
。
是
大
善
根
也
。
」
、

（
欲
被
故
人
覚
繕
同
、
悪
口
カ
建
立
望
舎
状
）
「
台
山
禅
侶
二
十
口
。
翰
林
書

生
二
千
八
。
共
作
仏
事
。
日
劫
学
会
鷺
。
結
縁
相
国
。
盛
哉
大
哉
。
」

（
暮
秋
翻
学
会
於
禅
林
寺
聴
講
法
華
経
同
時
緊
沙
為
仏
塔
）
な
ど
の
語
、
時

代
は
降
る
が
菅
原
定
義
の
、
「
昔
焉
峰
演
説
之
朝
。
詭
兢
讃
仏
乗
之
詩

句
。
兎
固
雲
且
之
夜
。
未
結
託
菩
提
之
因
縁
。
我
．
等
遇
此
会
畳
亦
不
悦

乎
。
」
（
郡
春
拗
学
会
於
阻
撃
聴
法
華
経
同
賦
漸
漸
積
功
徳
沓
竺
字
詩
一

首
）
の
語
、
藤
原
敦
宗
の
「
講
妙
典
今
念
軸
陀
。
課
篇
詠
而
成
讃
歌
。
．

＿

不
河
流
其
詞
只
尋
法
水
真
如
之
遺
。
不
草
木
其
興
偏
契
仏
曙
関
漸
之

縁
。
」
（
耶
春
餌
学
会
於
尊
竃
寺
間
鴨
為
衆
生
説
法
詩
一
首
）
の
語
な
ど
を
み
！

て
も
拗
尊
会
が
結
縁
の
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。和

預
朗
詠
集
に
自
民
の
本
厩
の
言
葉
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既

に
言
っ
た
が
、
そ
の
本
隣
の
意
に
つ
い
て
和
漢
朗
詠
集
仮
名
準
（
良
長

十
三
年
打
等
瑞
m
寺
旧
絨
）
に
、

′
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謂
文
旨
ハ
皆
皆
世
俗
ノ
法
ナ
レ
ハ
今
生
世
俗
ノ
文
字
ノ
葉
上
云
ヘ

リ
。
文
花
ヲ
見
テ
雲
二
誓
へ
拍
ヲ
見
テ
玉
ニ
・
寄
ル
詞
ハ
倍
狂
言
結
語

也
。
此
等
ノ
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
ヒ
ル
カ
へ
シ
テ
此
ノ
文
事
ク
モ
仏
法
ノ
一

道
．
ニ
帰
セ
シ
メ
即
チ
当
来
健
二
覇
勒
仏
世
二
田
テ
下
生
シ
テ
法
輪
ヲ

J
痘
シ
玉
バ
ン
時
其
結
線
二
退
l
テ
必
成
仏
相
通
ノ
因
縁
タ
ラ
ソ
上
云
ヘ

リ
。
世
俗
ノ
法
狂
言
等
ノ
了
ヤ
マ
リ
ヲ
ハ
ヒ
ル
カ
へ
シ
テ
仏
道
二
王

ル
へ
キ
田
下
セ
ソ
上
本
也
。

と
説
．
い
て
い
る
。
ほ
ゞ
本
願
の
要
を
尽
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
「
此

ノ
文
章
ヲ
モ
仏
法
ノ
一
道
二
帰
セ
シ
メ
」
と
あ
る
の
は
あ
る
い
は
誤
解

を
う
み
易
い
言
い
方
か
と
思
う
㍉
仏
教
と
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
狂

言
綺
語
観
と
た
ら
ん
で
有
力
な
見
解
に
重
言
軟
欝
帰
第
一
義
と
す
る
見

解
が
ぁ
る
か
ら
で
あ
る
。
倭
洪
朗
詠
集
注
に
、

然
れ
ど
も
諸
法
実
相
、
峰
の
鼠
、
谷
の
型
、
．
琳
鳴
鵠
曝
、
皆
仏
灘
と

観
す
れ
ば
今
楽
天
の
詩
文
を
も
比
の
経
蔵
に
収
め
て
来
世
成
仏
の
因

縁
と
な
す
べ
L
と
蹄
へ
る
心
也
。

と
説
い
て
い
る
の
も
こ
う
し
た
見
解
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

後
世
の
十
二
段
草
子
な
ど
に
な
る
と
同
様
の
言
某
が
、

ヱ
仏
皆
善
根
浄
土
と
説
く
と
き
は
谷
の
朽
ち
木
も
仏
と
な
る
。
万
法

一
加
と
き
く
と
き
は
峯
の
嵐
も
法
の
声
。
諸
法
実
相
と
勧
す
れ
ば
仏

l
も
衆
生
も
一
つ
な
り
。
仏
法
に
な
ぞ
ら
へ
て
多
く
の
・
詞
を
つ
く
さ
れ

け
る
。

と
い
う
よ
う
に
一
層
は
つ
き
．
り
と
言
い
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
勧
す
れ

ば
諸
法
実
相
、
万
法
は
一
心
に
田
ず
る
の
で
あ
り
、
一
心
に
帰
る
と
き

ヽ

は
空
言
取
譜
も
ま
た
狐
一
端
些
捕
る
。
か
よ
う
な
札
解
は
惹
党
の
和
讃

に
も
み
ら
れ
、
責
液
状
と
さ
れ
る
順
次
牲
生
甜
式
に
も
、

箪
言
取
語
。
皆
帰
醜
一
端
。
散
乱
歌
詠
。
那
出
為
解
脱
門
故
。
．

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
た
つ
文
学
の
白
斑
は
「
言
鵜
語

瑞
」
と
い
う
言
梨
に
ま
で
鍛
え
あ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
中
世
の
文
学
相
に
お

い
て
は
じ
め
て
体
験
化
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
、
少
く
と
も
劫
学
会
た
「

ど
に
は
見
出
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
拗
学
会
に
お
い
て
洪
詩
人
達
が

安
住
し
得
た
結
線
の
場
は
、
あ
る
い
は
法
華
経
を
瓜
試
し
バ
あ
る
い
は

邦
陀
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
寺
に
詣
で
て
僧
と
契
を
結
ぶ
こ
と
の
う
ち

に
、
ざ
ら
に
は
ま
た
法
華
経
に
賦
し
、
讃
仏
訳
法
の
詠
を
な
し
、
そ
う

し
た
詩
作
を
寺
に
納
め
る
な
ど
の
こ
と
の
う
ち
に
、
即
ち
、
仏
教
と
直

接
に
か
か
わ
り
あ
う
も
の
と
結
ぶ
と
．
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
か
か

る
意
味
の
結
線
に
お
い
て
は
、
仏
教
は
文
学
に
対
し
て
所
詮
外
在
的
な

規
制
し
か
与
え
得
な
い
。
か
か
る
外
在
的
な
規
制
も
信
仰
心
に
う
ら
づ

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
の
内
部
に
照
射
す
る
こ
と
は
あ
る
に
し

て
む
、
文
学
が
そ
れ
に
よ
っ
て
椒
板
か
ら
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
危
険
は
ま
す

避
け
ら
れ
よ
う
。
放
言
統
語
概
に
お
い
て
、
仏
教
と
文
学
と
が
そ
の
相

反
性
に
も
か
か
わ
ら
す
一
つ
の
場
に
共
存
し
得
た
所
以
は
こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
も
探
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
源
英
明
の
文
匿
「
発
馬
来
時
。
唯
忠

風
煙
之
可
街
。
逢
僧
談
処
。
漸
知
世
俗
之
皆
空
。
心
之
有
信
。
離
帰
仏

経
。
習
之
未
除
。
何
地
盃
酌
。
云
云
」
（
冬
日
遊
円
城
寺
上
方
）
と
あ
る
の
．
は

当
代
の
漢
詩
人
達
の
生
竜
の
一
端
を
よ
く
涼
し
で
あ
り
、
勧
学
会
に
つ

な
が
る
精
神
が
彼
ら
の
日
常
の
生
活
に
融
け
入
っ
て
い
る
相
を
み
る
こ
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と
が
で
を
る
。
英
明
が
ま
た
、

近
曾
与
橘
才
子
相
遇
甘
寺
。
清
談
問
罪
。
要
語
茸
。
或
諭
釈
放
。

両
道
兼
適
。
一
不
可
及
。
予
不
堪
欣
感
。
云
云
（
挟
桑
尭
巻
持
七
）

・
と
記
し
て
い
る
の
は
、
橘
在
列
が
後
に
発
心
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
あ

わ
せ
て
、
な
お
詩
葱
と
釈
放
と
が
両
道
と
も
て
併
せ
称
さ
れ
て
い
る
鮎

′
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
江
匡
術
が
藤
原
教
言
の
「
汝
焉
む
林
主

人
。
宜
以
詩
作
仏
事
。
」
と
い
う
命
を
．
う
け
て
席
を
避
け
涙
を
垂
れ

．
て
「
多
年
不
遇
知
己
。
掟
老
尼
山
之
雪
。
今
日
被
引
率
紐
。
事
訟
ム
晶

之
雲
。
不
敢
辞
琴
況
於
詩
乎
。
若
不
記
録
。
．
謂
洛
無
人
。
」
と
答

え
、
．
「
心
為
止
水
唯
租
月
。
身
是
政
駐
不
伯
鼠
。
偶
遇
班
雲
恕
遠
品
聖

串
間
披
露
鷺
台
談
。
言
詩
誤
仏
風
流
冷
。
感
法
礼
僧
露
味
甘
。
云
云
こ

（
江
更
部
蕉
巻
上
）
と
詠
じ
て
い
る
乙
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
充
分
に

問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
の
機
会

を
侠
っ
と
し
て
も
、
「
於
政
党
講
経
酌
撃
晶
。
内
信
心
耐
外
統

語
。
」
（
紀
、
l
斉
名
・
衰
宥
恕
ナ
会
聴
講
按
軍
縮
同
駅
n
念
山
林
）
l
「
革
春
暮

秋
十
五
日
c
締
衣
白
衣
四
十
人
D
講
法
華
弄
文
荻
。
名
為
劫
学
会
。
」

（
高
相
租
睾
・
那
秋
初
学
虫
於
法
典
院
批
描
法
葦
軽
同
賦
世
尊
大
恩
）
等
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
劾
学
会
が
つ
ね
に
仏
教
と
文
学
の
場
と
し
．
て
受
け
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
こ
に
お
い
て
極
め
て
自
然
に
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
段
滋
保
胤
が
「
凡
知
此
会
者
謂
窮
屈
仏
開
法
之
張
本
。
橿
此
会

者
恐
為
風
月
詩
酒
之
拡
遊
。
云
云
」
（
新
秋
翻
学
食
於
抑
林
寺
恥
調
法
韮
紆

間
鴨
緊
沙
為
仏
塔
）
と
記
し
て
い
る
が
、
革
創
期
に
お
い
で
す
で
に
勧
学

．
会
が
風
月
詩
酒
の
楽
進
と
も
見
誤
ら
れ
得
る
よ
う
な
文
学
肯
定
の
場
で

あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
底
流

に
お
い
で
、
．
冥
禅
編
の
多
武
峯
所
伝
達
事
巻
末
に
み
え
る
、

宍
敬
輌
帰
仏
之
斉
会
者
寺
門
安
寧
之
謀
。
狂
言
綺
語
之
逸
興
老
僧
舞

和
合
之
媒
ナ
リ
。
誠
当
会
之
規
則
無
比
欝
。
与
党
候
へ
　
（
儲
嘆
管
舷

連
覇
）

と
い
う
よ
う
な
会
と
適
す
る
も
の
さ
え
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
琴
言
綺
語
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
つ
き
つ

め
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
文
学
灯
対
す
る
懐
疑
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
す

深
め
ら
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
勧
学
会
に
お
い
で
．
は
狂
言
綺
語
の

．
粗
放
も
「
結
線
」
－
そ
れ
も
多
分
に
外
在
的
な
意
味
に
お
け
る
「
定

支
え
ら
れ
て
結
局
は
文
学
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
や
し
か
し

ま
た
、
狂
言
綺
語
租
に
お
け
る
、
文
学
の
肯
定
は
否
定
的
媒
介
を
ふ
費
え

て
の
文
学
の
肯
定
で
あ
り
、
否
定
的
媒
介
を
経
な
い
文
学
の
肯
定
と
は

や
は
り
l
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
．
そ
の
差
異
は
素
材
的
な
も
の
で
な
く

性
格
的
な
も
の
で
あ
．
る
り
青
果
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

に
つ
い
て
は
未
だ
こ
れ
を
明
確
に
し
得
て
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
文
学

を
近
し
く
現
実
に
根
を
お
ろ
し
て
ゆ
く
活
動
力
に
乏
し
い
も
の
と
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
は
多
分
に
仏
教
と
の
共
存
か

ら
す
る
調
制
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
北
窓
の
三
友
を
楽
し
む
中

華
の
詩
人
か
ら
す
る
規
制
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
言
え
ば
」
そ
う
し
た
規
制
を
は
ぐ
く
む
よ
う
な
時
代
社
会
の
流
れ

を
も
見
逃
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
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勧
学
会
は
庚
保
元
年
に
創
始
さ
れ
た
が
、
高
階
税
吏
の
頃
に
は
「
近

世
以
後
。
会
衆
之
唾
不
問
。
趣
期
之
客
無
膏
。
月
輪
像
前
。
講
迂
空
俺

暴
露
之
冷
塵
。
天
台
山
下
4
詩
境
徒
為
望
雲
之
故
郷
。
」
と
そ
の
廃
絶

が
欺
か
れ
、
勒
学
会
創
始
に
預
か
れ
る
僧
侶
の
残
生
痩
存
す
る
も
の
五

、
六
人
と
復
旧
の
計
を
議
さ
ね
ば
な
l
ら
な
く
放
つ
密
。
こ
れ
を
保
胤
投

後
の
こ
と
と
す
れ
ば
庚
保
元
年
よ
り
三
十
余
年
は
経
過
し
だ
い
る
。
し

か
し
そ
の
後
ふ
う
け
つ
が
れ
て
少
く
と
も
藤
原
敦
宗
の
項
ま
で
、
百
有

飴
年
間
は
存
続
し
て
い
る
。
会
の
模
様
に
変
遷
は
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
が

「
言
詩
讃
仏
」
の
趣
意
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
0
会
が
百
有
飴
年

に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
支
持
者
が
少
数
の
人
々

で
な
か
っ
た
こ
と
堅
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

慶
滋
保
胤
は
暮
春
於
K
波
羅
空
寺
供
花
金
瓶
講
法
華
経
同
航
一
称
南

無
仏
の
文
に
、

当
此
時
也
。
棉
素
相
語
首
。
世
有
劫
学
会
。
又
有
極
楽
会
。
詩
経
之

後
。
以
詩
而
讃
仏
。
今
此
供
花
之
会
。
伺
無
数
仏
之
文
哉
。
清
盛
許

諾
。
誰
人
間
然
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
北
よ
っ
て
み
れ
ば
、
勧
学
会
と
同
趣
の
会
と
し

て
極
楽
会
の
存
し
た
こ
と
、
供
花
会
、
仏
名
会
そ
の
他
の
会
が
劫
学
会

に
倣
う
風
潮
の
存
し
た
こ
と
が
推
し
は
か
ら
れ
る
。
大
五
以
言
の
「
九

月
十
五
日
。
於
予
州
楠
本
道
場
擬
勧
学
会
醸
講
法
華
経
。
同
風
寿
命
不

可
量
。
」
の
語
は
、
地
方
に
為
同
様
の
会
の
持
た
れ
た
こ
と
聖
示
し
て

い
、
る
し
、
票
州
消
息
に
み
れ
昧
貴
族
の
佃
歯
会
の
如
き
も
「
又
咽
一
両

淘
侶
。
可
読
法
花
妙
典
。
講
後
堅
絶
。
欲
為
讃
仏
乗
之
縁
。
如
勧
学

全
敗
。
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
形
で
僻
さ
れ
た
こ
と
聖
示
し
て
い
．
る
。

栄
華
物
語
に
、

月
の
夜
花
の
朝
に
は
物
の
ね
を
ふ
き
合
せ
調
べ
、
こ
の
殴
原
の
僧

達
、
経
の
う
ち
の
心
を
歌
に
よ
み
文
に
作
ら
せ
給
ふ
、
あ
る
は
百
千

万
劫
の
菩
提
の
た
ね
八
十
三
年
功
徳
の
林
、
叉
融
く
は
今
生
世
俗
の

文
字
の
光
狂
言
綺
語
の
誤
を
も
て
遺
し
て
当
来
世
世
の
讃
仏
乗
の
因

転
法
輪
の
縁
と
せ
ん
な
ど
諭
し
、
尊
く
お
も
し
ろ
し
、

と
あ
る
の
も
、
参
照
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
竺
責
統
語
椀
が
決
詩
八
達
か

ら
歌
人
達
に
う
げ
っ
が
れ
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
劫
学
会
に
和
歌
が
入

っ
て
ゆ
く
校
も
興
味
あ
る
対
象
と
な
か
の
で
あ
る
が
、
こ
の
栄
華
物
語

の
一
節
は
そ
う
し
た
様
相
の
一
瑞
に
ふ
れ
て
い
る
。

↓
時
の
威
顔
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
勧
学
会
は
時
問
的
に
も
場
処
的

に
㌃
か
な
り
の
ひ
ろ
が
り
社
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
拗
学
会
が
単

′

　

　

　

－

1

に
二
十
人
の
僧
侶
、
二
十
人
の
学
生
の
個
的
な
文
学
の
場
と
し
て
に
止

ま
ら
ず
Y
当
時
の
文
人
の
社
会
の
動
き
に
ひ
ろ
く
結
び
つ
い
牢
文
学
の

場
と
な
り
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

白
楽
天
の
本
砧
の
言
葉
が
人
々
の
愛
諭
の
中
に
流
布
し
て
い
つ
た
F

と
も
、
′
以
上
の
こ
と
と
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

明
証
は
接
頭
朗
詠
共
に
の
せ
ら
れ
た
こ
上
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
結

果
、
本
厩
の
言
葉
腹
「
う
た
い
も
の
」
の
流
れ
の
中
に
定
位
さ
れ
て
社

会
へ
の
湧
透
力
を
さ
ら
に
強
め
た
雫
あ
っ
冤
藤
原
忠
実
撰
と
い
わ

れ
る
朗
詠
九
十
嘗
抄
、
正
応
五
年
の
奥
書
を
有
す
る
朗
詠
要
集
に
も
7
．

の
一
句
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。
九
十
首
抄
で
は
「
山
寺
」
の
部
に
こ
の
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白
氏
の
本
厩
の
一
句
を
は
じ
め
十
二
旬
を
朗
詠
集
よ
り
抄
録
し
て
い
る

が
、
部
尾
に
「
必
不
限
山
寺
於
仏
前
法
事
許
可
用
之
」
と
注
し
て
い
る
。

藤
原
豪
隆
の
作
と
さ
れ
る
朗
詠
百
首
に
む
採
ら
れ
て
い
る
。
倭
拶
朗
詠

集
の
詩
文
が
染
虞
秘
抄
に
流
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
本
願
の
言
葉
も
少
し
く
変
形
さ
れ
て
で
は
あ
る
が
流
れ
こ

ん
で
居
り
、
さ
ら
l
C
宴
曲
、
謡
曲
、
は
て
は
巡
礼
歌
の
た
ぐ
い
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
ヱ
う
し
た
頸
象
も
単
怒
る
流
行
と
い
う
の
で
な
く
、
現

象
の
奥
に
こ
れ
を
可
能
に
し
た
幅
広
い
社
会
の
支
持
を
考
え
さ
せ
ず
に

は
お
か
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

別
の
機
会
に
そ
の
考
察
を
譲
り
た
い
と
思
う
が
、
平
安
時
代
末
に
編

纂
さ
れ
た
本
朝
無
題
詩
を
み
る
と
、
栄
辱
の
途
に
は
ず
れ
た
漢
詩
人
達

は
、
そ
の
不
遇
な
頚
実
か
ら
意
識
的
に
自
己
を
隔
絶
す
る
場
と
し
て

仏
教
と
文
学
と
妥
進
の
三
者
を
辞
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

仏
教
と
文
学
と
空
っ
の
場
に
共
存
せ
し
め
る
こ
と
．
に
は
少
か
ら
ぬ
困

難
を
予
想
さ
せ
る
が
、
妥
遊
を
併
せ
考
え
る
と
な
れ
ば
周
難
は
さ
ら
に

倍
加
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
困
難
を
伴
う
こ
と
を
敢
て
営
み
得
た
の
け

三
者
に
接
す
る
受
容
の
態
度
に
風
流
的
調
和
と
で
も
名
付
骨
ら
れ
る
J

う
な
特
殊
な
気
分
が
存
し
た
故
と
息
わ
れ
る
。
「
遅
命
」
と
い
う
こ
と

が
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
官
海
に
ふ
れ
て
の
み
強
く
意
識
さ
れ
て
い
礼

よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
風
流
的
調
和
を
保
つ
気
分
に
う
ら
づ
け
ら
れ

た
場
は
好
筒
の
現
実
隔
絶
の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場

の
先
椎
と
し
て
勧
学
会
の
存
在
が
た
び
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

勧
学
会
に
お
い
て
、
仏
教
と
文
学
と
を
「
結
線
」
と
い
う
支
え
に
ょ

つ
て
共
有
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
は
陵
味
な
態
度
で
あ
っ
た
と
も
言
い

う
る
が
、
そ
う
し
た
曖
昧
さ
が
却
っ
て
現
実
か
ら
の
隔
絶
を
も
上
め
濁

人
々
に
愛
さ
れ
、
勧
学
会
と
そ
れ
に
歎
す
る
営
み
の
ひ
ろ
が
り
を
将
来

し
た
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。
草
創
期
に
み
ら
れ
竪
郡
教
的
情
熱
を
次
乳

に
稲
荷
な
ら
し
め
つ
1
、
拗
学
会
は
よ
り
ひ
ろ
い
社
会
に
滴
挺
し
て
ゆ

く
う
ち
に
自
己
を
解
体
し
て
し
ま
っ
た
と
．
思
わ
れ
右
の
で
あ
る
。

1

広
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大

学

講

師
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文

畢

教

育

・

の

め

や

す

と

し

て

長
　
谷
　
川
　
孝
．
士

く
な
ゥ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
の
よ
う
な
「
文
学
書
」
を
読
ま
せ
る

姦
し
い
観
点
か
ら
の
文
学
教
育
の
必
梨
を
説
く
声
は
、
す
で
に
大
き
　
の
が
、
文
学
教
育
の
目
標
を
適
切
に
、
有
能
に
果
た
し
得
る
の
か
と
い
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長方形




